
作品 部分（上下イメージの中央部）／3.5倍

　アナログフィルムのゆらぎ

概要

アナログフィルムの粒子が持つ、ゆらぎの美しさに着目したグラ

フィックワークスを作成。微視的にはアナログ（analog）かつ人を魅

了する（attractive）フィルムの粒子（grain）から成り、また巨視的に

は人為を介した（artificial）粒子の再構築を行ったことから、タイト

ルは「a.grain」とした。

作品 部分（上下イメージの左下部）／実寸
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　概要  

　アナログフィルムの粒子が持つ、ゆらぎの美しさに着目したグラ

フィックワークを作成。モノクロームフィルムの微小な範囲を拡大

スキャンして約12mm四方の素材を準備し、それらを組み合わせ

てイメージを構成した。微視的にはアナログ【Analog】かつ筆者が

魅了された【Attractive】フィルムの粒子【grain】から成り立ち、また

巨視的にはスキャンした素材を人為的に【Artificial】粒のごとく組

み合わせ、新たなイメージを構成した事から、タイトルは「a. 

grain」とした。また、作品下部に構成したイメージは未加工のセ

ルを使用し、上部は粒子感をより引き出す為に画像処理で強い

シャープ加工をかけている。



a. grain, 2012／B1, デジタルプリント
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